
『近年出土の考古資料』開催

平成12年度 平塚市史料展

城山横穴群(平塚市岡崎)出土の鉄鏃・装飾品

今年は文化財保護法が制定されて50周年にあたります。前

回の考古資料展「近年の平塚市内の緊急発掘調査の成果Ⅳ」

から8年、平塚市内では平成4年度以降1 0 0件を超える発掘調

査が実施され、多くの資料が蓄積されています。

なかでも注目されるのは、奈良時代から平安時代に市内に

相模国府が所在していたことを裏付ける資料の数々。そして、

北金目台地に展開する弥生時代の集落からは、大量の炭化米

や「おにぎり状炭化米」など、全国的にも類例が少ない貴重

なものも出土しています。

今回の展示では平成4年度以降、平塚市内で出土した考古

資料の中から、21遺跡を厳選し、「平塚の古代米」「台地上の

遺跡」「沖積低地の遺跡」の3テーマでご紹介します。

会　　期：平成12年12月 2日（土）～

平成12年12月24日（日）

会　　場：平塚市博物館特別展示室(入場無料)

主　 催：平塚市教育委員会　　

問い合せ：平塚市教育委員会社会教育課(0463-35-8124)

プラネタリウムリーフレット

『銀河』が　100号
プラネタリウムを観覧する方に配布するリーフレ

ット「銀河」（季刊）が、この冬号で第100号となり

ました。

第1号は1976年（昭和51年）の春号で、開館にあ

たり「科学する心を養って」という当時の菅間館長

のあいさつなどが掲載されています。はじめは2色

刷りでしたが、印刷技術の向上のおかげで、1993年

夏の70号から現在のカラー印刷となり、美しい天体

写真などをお届けできるようになりました。

みなさまのおかげで、25年間発行し続けることが

できました。これからも長

く親しんでいただけるよう

がんばりますので、よろし

くお願いいたします。

（記念の第100号は、12月9日

から2001年3月4日まで、土・

日曜日の投影で配布します）

左：30号（1983年）

中：60号（1990年）

右：80号（1995年）

「銀河」第１号（1976年5月）




